
 

 

News Release 

 1 / 3 

 

岡山大学記者クラブ  

文部科学記者会  御中 

2020年12月9日 

国立大学法人 岡山大学 

学校法人先端教育機構 事業構想大学院大学 
 

岡山大学と事業構想大学院大学が 

教育研究交流および協力を目的とした包括連携協定（MOU）を締結 

～ 持続可能な社会に向けて岡山地域の活性化を担う人材育成を推進 ～ 
 

国立大学法人岡山大学（本部：岡山県岡山市、学長：槇野 博史）と学校法人先端教育機構 事業構想

大学院大学（本部：東京都港区、学長：田中 里沙）は、SDGsをはじめ、持続可能な社会に向けて、岡

山地域の活性化を担う人材育成を目的とした「MOU（Memorandum of Understanding、包括連携協

定）」を12月2日付で締結しました。 

包括連携協定の概要 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続くなか、本年7月に策定された「まち・ひと・しごと創生基本方

針2020※」では、雇用維持と事業の継続、経済活動の回復を図るとともに、感染症克服と経済活性化の両

立の視点を取り入れたデジタル・トランスフォーメーション（DX）の推進や東京圏への一極集中、人口減少・

少子高齢化等の大きな課題への取り組み強化が掲げられています。また、地域の特色・ニーズ等を踏まえ、

STEAM人材等の育成等に必要な地方国立大学の定員増も含めた魅力的な地方大学の実現、および産学

官連携強化と体制充実に取り組むとしています。 

そこで「高度な知の創成と的確な知の継承」を理念に、学都構想を実現すべく地域の知の拠点として

大学と地域の協働を推進する岡山大学と、「知の実践研究・教育で、社会の一翼を担う」を理念に、全国

で産官学の架け橋となり地域活性に取り組む事業構想大学院大学が各校の利点を生かし、SDGsをはじ

め、持続可能な社会に向けた取り組みを行う岡山地域の実績や展望をもとに、地域活性を担う人材育

成を目的として、教育研究交流および協力に関する協定の締結に至りました。 

両校は先んじて本年10月7日に「SDGsとポストコロナ：地域活性を担う人材育成-産官学パートナーシ

ップで推進する岡山地域の事例と展望-」と題したWEBセミナーを共同開催するなど、取り組みを実施し

て参りました。本協定に基づき、教員および研究者、学部生・院生の交流や共同研究および研究集会

の促進などを行っていく予定です。 

※ 内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局・内閣府地方創生推進事務局HPより 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/info/ 

両大学長のコメント 

国立大学法人 岡山大学 学長 槇野博史 

新型コロナウイルス感染症の影響などが我々の生活を脅かして、世界経済が自分事として感じられ

る今日、一人一人の行動変容が求められています。来年で50周年を迎える世界経済フォーラムは「グレ

ートリセット」をテーマとし、「協力を通じ、より公正で持続可能かつレジリエンスのある未来のために、経

済・社会システムの基盤を緊急に構築すること」を掲げております。とりわけ重要なのは、国連機関や各

国政府、自治体・企業・大学が共創して価値を最大化するステークホルダーエンゲージメントや、地球シ

ステムの一体的な理解と調和であるサーキュラーエコノミーであり、我々も持続可能な社会に向けて地

域の特色、ニーズを踏まえ、本連携協定を具体的に進めることを考えております。 

 

学校法人先端教育機構 事業構想大学院大学 学長 田中里沙 

コロナ禍で日本全体がより濃密な知的交流の場づくりを重視することになり、本協定がその装置とし

て有効に有機的に機能しますよう、スピード感を持って価値創出の実績を出したく存じます。岡山大学、

岡山には、多大な経営資源があり、民間や他地域からの関心も高まりますよう、数々のプロジェクトを重

ねながら、ブランド力の強化を目指し、ともに社会に貢献して参りたく存じます。 
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■協定の概要 

（1） 教員及び研究者の交流 

（2） 学部生・大学院生の交流 

（3） 共同研究及び研究集会 

（4） 学術上の情報、刊行物及び資料の交換 

（5） 両当事者が合意するその他の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業構想大学院大学 学長 田中里沙 岡山大学 学長 槇野博史 

（左から）副学長 舟橋弘晃、理事・副学長 那須保友、学長 槇野博史、理事 高橋香代、副学長 横井篤文 

（左から）研究科長 川山竜二（社会情報大学院大学）、学長 田中里沙、理事長 東英弥、 

研究科長 谷野豊、主任研究員 白田範史（SDGs総研） 
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■岡山大学 

1870年創設の岡山藩医学館を源流に、1949年に設立された11学部、8研究科、3研究所を擁する日
本屈指の総合大学です。「高度な知の創成と的確な知の継承」を理念に、「人類社会の持続的進化のた
めの新たなパラダイム構築」という目的の下、教育研究と社会実装に取り組んでいます。その理念、目
的のもと、国連の「SDGs（持続可能な開発目標）」の達成に貢献する活動に取り組み、第1回「ジャパンS
DGsアワード」の特別賞「SDGsパートナーシップ賞」を受賞しています（2017年）。 

2007年にはアジア初のユネスコチェアの認定を受け、地域や国際社会と連携してESD（持続可能な開
発のための教育）を推進しています。また、岡山大学がプラットフォームとなり、岡山の持続的な発展を
支える知恵と駆動力の源となる産官学金言のトップで構成される「おかやま円卓会議」や、そのもとでの
連携組織「おかやま地域発展協議体」活動を展開し、岡山地域の発展に貢献しています。2021年4月に
は、「Society5.0 for SDGs」の実践的教育を特色とする新たな「工学部」を設置します。 
 

■事業構想大学院大学 

2012年4月に東京・南青山に開学した、事業構想と構想計画を構築する社会人向け大学院です。
「知の実践研究・教育で、社会の一翼を担う。」という理念のもと、事業の根本からアイデアを発想し、
事業の理想となる構想を考え、実現するためのアイデアを紡ぎ、構想計画を構築していくことを対象と
した多様なカリキュラムを提供しています。多彩な業界で活躍する教員・院生と議論を重ね、2年間で事
業構想計画書の提出を経て、専門職学位の「事業構想修士（専門職）」（MPD：Master of Project Desig
n）が授与されます。拠点は東京ほか、大阪（2018年開校）、福岡（2018年開校）、名古屋（2019年開校）
の4校舎で、現在9期目 計264名が修了しています。 
また、本学の附属研究機関である「事業構想研究所」では、企業・事業のプロジェクトベースでの研

究が活発に実施され、既に700名以上が課程を修了しているほか、月刊『事業構想』等の出版を始め、
研究書籍を発刊しています。 

 

 【お問い合わせ先 】 

国立大学法人岡山大学総務・企画部広報課 
TEL：086-251-8415 

E-mail： www-adm@adm.okayama-u.ac.jp 
 

学校法人先端教育機構 広報 齊藤・岡 
TEL：03-3478-8411 /  FAX：03-3478-8410 

E-mail： koho@sentankyo.ac.jp 


